
 

面接指導と報告課題に探究過程を取り入れた授業デザイン 
 

                 華陽フロンティア高等学校（通信制課程）野村 直志 

 

１ 研究のねらい 

 通信制課程では，単位修得の基幹として，面接指導と報告課題が必須となっており，この２つ

が全日制課程における授業に相当する。理科に関しては１科目につき半年で８時間（８回）の面

接指導が実施され，報告課題は計７枚の提出が義務付けられている。このように限られた学習機

会の中で，いかに生徒が自ら考え探究するかは，もともと通信制課程において重要な課題であっ

た。今回，面接指導の実験において生徒が主体的に考える場面を設定し，報告課題でも自ら考え

るテーマを設定することで，生徒が探究し，主体的に取り組めるようになることを目的とした。 

 

２ 実践した内容 

 面接指導における実験に関しては，ムラサキツユクサの原形質流動の観察を行った。この際，

あえて本時の目標を伝えず，生徒には顕鏡とスケッチのみを指示した。狙いは，生徒自身が原形

質流動に気づくこと，動くために必要なものは何だったか，そこまでを生徒自身で，もしくは周

囲と意見を交流しながら気づくことである。 

 報告課題では，面接指導で一切扱っていない内容をあえて取り入れ，生徒の好きなことを自主

的に調べさせる取り組みを行った。特に昨年度から新課程となり３観点評価が加わったことか

ら，探究活動を主体性と置き換えて，レポートに組み込んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ムラサキツユクサ 写真２ 原形質流動の様子 

図１ 生物のレポートの一部 



 

３ 実践中および実践後の生徒の変容 

 実験では，スケッチをしていると，生徒から「虫みたいなものが動いている」といった声が各

班で挙がった。生徒は何かが動いているということに自ら気づくことができた。そこでより深く

観察し，こちらから「動く」ということは何が必要かと問いかけをすると，自然と「エネルギ

ー」という意見が挙がり，その結果，実験プリントには「ＡＴＰ」と書いてくる生徒が多数だっ

た。本校のように学習空白があり，勉強に苦手意識を持つ生徒でもしっかりと考えると，自ら答

えを導き出すことができるということがわかった。 

 次に報告課題に関しては，各々がオリジナルの報告課題を仕上げてきて，非常によい取り組み

となった。一例を図２に示す。 

 

 

 このように，面接指導では全く触れていない遺伝子座についてや，性染色体などについて触れ

てきている（図２の赤枠）。 

 

４ 研究のまとめ 

 通信制課程における限られた学習機会の中でも，生徒にどのように問いかけるかによって，予

想以上の成果が得られた。特に今回，報告課題では我々が想定した以上に，生徒がよい内容のも

のを提出してきた。本校に在籍する生徒は，勉強を苦手としていることが多いが，問いかけによ

っては非常に熱心に取り組むことがわかった。情報を与え過ぎないということが，結果として生

徒の潜在能力や探究心，主体的に取り組む力を引き出すと考えられる。今後も通信制課程で実践

できるような探究過程を取り入れた授業デザインを考えていきたい。 

 

図２ 実際のレポートの一例 


